
本品は、Yeastern Biotech社（台湾）が開発した一液タイプの
簡易DNA抽出試薬です。多種サンプルからの抽出実績があり、
精製を行わずに直接PCRで増幅可能なDNAを抽出することが
できます。また、抽出工程は95～98℃で10分間加温するのみで、
プロテアーゼKによる処理を必要としません。

UniversAll™ 
Extraction Buffer II

1液タイプの簡易DNA抽出試薬

葉：

オオムギ, コムギ, トウモロコシ, イネ

キュウリ, バナナ, カボチャ, ピーナツ

キュウリ, バナナ, カボチャ

シロイヌナズナ, トウモロコシ, イネ, ストロベリー, バラ, リンゴ, マツ, モミ, トマト,
アップル, オレンジ, ホウレンソウ, キャベツ, プラム, ターメリック, アブラヤシ etc. 

種子：

皮：

果肉：

植物組織

粘膜細胞, 髪

血液, 尾

筋肉, 皮膚

筋肉, 脂肪

ヒト：

マウス：

エビ：

ブタ：

動物組織

キノコ

大腸菌

パラフィン切片

その他

様々なサンプルからの抽出実績あり

抽出時間は約10分間 一液タイプで操作が簡便95℃での加温のみ

加温

95℃ 10分間

ボルテックス 5秒間

＋スピンダウン

1-2μlのDNA溶液を

PCRやqPCRに使用

プロトコール

液体サンプル

50 µl

動物組織

植物組織

2 µl

1 mg

1 mm3
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UniversAllTM 
Extraction Buffer ll

特　長

* １サンプルあたり 50 μl 使用

UniversAllTM Extraction Buffer ll 100 回用* （1.0 ml×5本）316-08391
製品名 包装単位Code No. 希望納入価格（税別）

31,200 円

ボルテックス 5秒間

＋スピンダウン



実験例１. 各種サンプルからのDNA抽出およびPCR増幅

本品で各種サンプルからDNA抽出を行い、PCR増幅後にアガロースゲル電気泳動を行った。
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キノコ： U18S(～1750 bp）

大腸菌： 16S(198 bp）

パラフィン切片： β-globin（268 bp)

実験例２. イネおよび血液からの迅速なDNA抽出とPCR増幅

①イネ ②血液

UniversAllTM Extraction Buffer llで抽出したDNAを鋳型にし、2×プレミックスタイプのPCR酵素 Hot-Start Gene RED PCR Mix*1

（Code No. 315-08383) を用いてPCRを行った。その後、電気泳動により標的遺伝子の増幅を確認した。

結 果

【PCR反応液組成】 【PCR条件】

94 ℃
94 ℃
60 ℃
72 ℃
72 ℃

 
 
 

[ターゲット]：

①ホスホリパーゼD遺伝子(約80 bp)

②GAPDH遺伝子(約145 bp)

[Marker]：

OneSTEP Marker 11

3% Agarose 21

UniversAll™ Extraction Buffer II と Hot-Start Gene RED PCR Mix を組み合わせて使用することで、DNA抽出(約10分）からPCR

増幅（約40分）まで迅速かつ高効率に行うことができた。

d.d. H2O

 Hot-Start Gene RED PCR Mix（2×）
Primer 1
Primer 2
鋳型DNA

 
up to 25 µL

12.5 µL
0.5 µL
0.5 µL

1 - 2 µL

2分
20秒
20秒
5秒
3分

35サイクル

＊１  本品との組み合わせに最適なPCR酵素
Hot-Start Gene RED PCR Mixは、抗体法によりホットスタート化した２×プレミックスタイプのPCR

試薬です。鋳型DNAとプライマーを加えるだけで、反応後はそのまま電気泳動ゲルにアプライでき

ます。　★高速PCR（伸長時間10秒/kb）  ★Hot Start PCR法により非特異的増幅を抑制

20250401KM

・本紙掲載の製品仕様や価格を予告なく変更する場合があります。 ・表示価格は 2025年 4月現在の希望納入価格（税別）です。最新情報は弊社 HP をご確認ください。


